
 

 
 

 

2026 年８月 17 日 

各  位 

会 社 名 株式会社リミックスポイント 

代表者名 代表取締役社長 CEO 高橋 由彦 

 （コード番号：3825） 

問合せ先 経営管理部長 安武 明伸 

   （TEL：03-6303-0280） 

 

 

株式会社 REXEV（レクシヴ）との業務提携に関するお知らせ 
(エネルギープラットフォーム構築に向けた提携) 

 

当社は、本日開催の取締役会において、株式会社 REXEV（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：

渡部 健）（以下、「REXEV」といいます。）との間で、将来的な資本提携を視野に入れた業務提携（以下、

「本業務提携」といいます。）を行うことについて決議いたしましたので、下記のとおりお知らせいたし

ます。 

 

記 

 

1. 本業務提携の理由 

当社グループは、電力小売事業、系統用蓄電池事業、FIP 電源の調達、及び需要家向け蓄電池の販

売など、総合的なエネルギー事業を展開しております。現在、当社は申請中の約 1,000 台規模に上る

低圧系統用蓄電池の販売パイプラインをはじめ、多数の分散型エネルギーリソースを自社ネットワー

クの資産として有し、事業を拡大しております。一方で、ハードウェアの販売や自社資産の保有拡大

に依存したビジネスモデルでは、他社との規模の競争や、市場ルールの変更による価格下落リスクに

晒されるという構造的な課題を抱えております。持続的な成長を実現するためには、機器販売や資産

保有に加えて、導入後の遠隔制御や市場運用を通じて継続的な収益を創出する「エネルギープラット

フォーマー」への進化が不可欠となっております。 

REXEV は、EV や定置用蓄電池等の分散型エネルギーリソースを対象としたエネルギーマネジメン

トシステムの開発・提供・アグリゲーションを行う EnergyTech 企業です。同社は、IoT 機器の提供

からクラウドシステムの構築、電力市場への実運用までを一貫して引き受けることができる高度な制

御技術と、電力取引に精通した専門人材を有しております。 

本業務提携の最大の目的は、当社が有する顧客基盤や蓄電池といった「資産」と、REXEV が有する

高度な「制御技術・市場運用ノウハウ」を融合し、強固なアグリゲーション機能を確立することにあ

ります。REXEV の市場最適化アルゴリズムを用いることで、当社が販売・保有する蓄電池を複数の電

力市場で最適に運用し、機器販売に加えて継続的な運用収益（アグリゲーション収益）を創出するス

トック型収益事業モデルを構築します。 

また、本業務提携を通じて、当社は販売・保有・運用を一体化したエネルギープラットフォームの

構築を加速し、エネルギー事業全体の収益性向上と企業価値の向上を目指します。本業務提携により、

当社が有する蓄電池及び顧客基盤を、販売時の一時的な収益機会にとどめることなく、導入後の運用・

市場取引を通じた継続的な収益機会につなげる事業基盤の構築を進めてまいります。さらに、業務提

携による成果を踏まえ、将来的な資本提携や共同事業の可能性についても協議を進めてまいります。 

  



 

 

 

 

2. 本業務提携の内容 

本業務提携の具体的な内容は以下のとおりです。 

(1) 蓄電池アグリゲーション業務の共同展開 

当社が販売を予定している約 1,000 台の低圧系統用蓄電池や、需要家向け蓄電池、FIP 電源等を

対象に、REXEV と共同でアグリゲーション業務を推進し、導入後も継続的な運用収益を創出す

る強固なストック収益基盤を構築します。 

(2) 顧客の相互送客による収益基盤の強化 

両社が保有する顧客基盤を相互に活用することで、新規案件の創出及び導入設備の拡大を図り、

販売機会と運用対象設備の双方を拡大することにより、中長期的な収益基盤の強化を推進します。 

(3) エネルギープラットフォームの構築 

REXEV が有するエネルギーマネジメント技術、市場運用ノウハウ及びアグリゲーション機能を

当社の顧客基盤へ展開し、販売・保有・運用を一体化したエネルギープラットフォームの構築を

推進します。将来的には分散型エネルギーリソースの統合管理や環境価値の活用も視野に入れ、

継続的な付加価値を創出する事業基盤の構築を目指します。 

 

3. 業務提携の相手先の概要（2026 年７月 31 日現在） 

(1) 名称 株式会社 REXEV（レクシヴ） 

(2) 本店所在地 東京都千代田区神田淡路町一丁目９番５号 

(3) 代表者の役職・氏名 代表取締役社長 渡部 健 

(4) 事業内容  企業・自治体向けの EV 導入支援及び EV 運用システム提供事業 

 EV 及び蓄電池を使ったエネルギーマネジメントシステムの開発

及び提供事業 

 EV 車両マネジメントシステムの開発及び提供事業 

 EV カーシェアリングシステムの開発及び提供事業 

(5) 資本金 100 百万円 

(6) 設立年月日 2019 年１月 23 日 

(7) 発行済株式数 1,302,300 株 

(8) 決算期 12 月末日 

(9) 大株主及び持ち株比率 当該会社と株主との関係で守秘義務違反にあたる可能性が高いとの

理由で非開示としております。 

(10) 上場会社と当該会社と

の間の関係 

資本関係 該当事項はありません。 

人的関係 該当事項はありません。 

取引関係 該当事項はありません。 

関連当事者への該当状況 該当事項はありません。 

(11) 当該会社の最近３年間の

経営成績及び財政状態 

純資産：217 百万円（2025 年 12 月末時点） 

総資産：315 百万円（2025 年 12 月末時点） 

当該会社は非上場会社であり、また事業上の機密を含むことから、同

社の意向によりその他の項目については非開示とさせていただきま

す。 

 

4. 日程 

(1) 取締役会決議日 2026 年８月 17 日 

(2) 本業務提携契約書締結日 2026 年８月 17 日 

(3) 本業務提携開始日 2026 年８月 17 日 



 

 

 

 

 

5. 今後の見通し 

当社グループは、本業務提携を通じ、蓄電池の販売・保有・運用を一体化したエネルギープラット

フォームの構築を加速してまいります。REXEV が有する高度なアグリゲーション技術や市場運用ノ

ウハウを活用することで、蓄電池導入後も継続的な運用収益を創出するストック型収益モデルへの展

開を推進してまいります。 

当社は今後、ハードウェア販売を中心とした収益モデルに加え、EMS・アグリゲーション・市場運

用を組み合わせることにより、当社が有する分散型エネルギーリソースから継続的な付加価値を創出

するエネルギープラットフォーム事業への展開を進め、中長期的な収益基盤の強化及び企業価値の向

上を目指してまいります。 

本業務提携が 2027 年３月期の当社連結業績に与える影響につきましては軽微であると見込んでお

りますが、本業務提携による運用対象設備の拡大、新たな案件の創出及びアグリゲーション収益の積

み上げなど、中長期的には当社グループの収益基盤の強化に寄与するものと考えております。 

今後開示すべき事項が生じた場合には、判明次第速やかに公表いたします。 

以 上 

 


